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1．は じめ に

　 こ れ ま で 「月 の 満 ち欠け」 の 教授 学習に関 し

て は、多 くの 研 究がなされ て きた c こ れ らの 先

行研 究で は 、 月 の 満ち欠 け境 象の 理解不十分 の

原 因が、視 点移動 能力や 関連 す る科学的知識 の

不 足 にあ るとされ 、こ の 克服 には、適 切な教材

開発 や 、 身近 な事象と地球 ・宇宙全体 の 関連 づ

けに よる正 しい 認 識 の 形成が必要 で ある、と指

摘 されて きた。
　 「月 の 満 ち欠け」 の 教授 法 と比較 して 、　 「食
現象 」 に関する教授学習の 先行研究は非常に少

な い
。 具体的にい えば 、　 「食現象」 の 理解の 鍵

を握 る重要 な視点 と 目され る 「かげ の し くみ 」

に着凵した 先行研 究はほ とん どな く、　 「影 と陰
と隠の 区別 」を扱っ た先行研 究は全 くとい っ て

い い ほ ど存在 しない 。
　そ こ で 、本研 究では、ア メ リカ お よびイ ギ リ

ス の 理科カ リキ ュ ラ ム の 内容構成の 特質 、 な ら

び に生徒 の 基礎的な天体運 動に関する訓 査 の

分 析か ら得られ た知見 を基 に、 「月 の 満 ち欠 け

と食」 の 授業 を計画 し、実践を行 っ た内容 に つ

い て論 じる。
2，研究の 目的

　生徒 の 月 の 満ち欠 け、食境象の 理解 の 実態 を

踏ま えて 、上記授業 を実施 し、生徒 の 「日食 ・

月 食」 現象 の 認識 とそ の 理解 へ の 効果 、 ならび

に課題 を明らか にす る こ とを目的 とす る。
3，研 究の方法

　ア メ リ カ お よ び イ ギ リ ス の 理 科 カ リ キ ュ ラ

ム の 内容構成の特質、ならび に生徒の 基礎的な

天 体運動 に 関す る調 査 の 分析か ら得 られ た知

見を基に、Ilr学 3 午生対象 の 「月 の 満 ち欠けと

食」 の 授業を計画 し実践を行 う。そ して 、生徒
の 認識 の 変容に つ い て 、授業後に行 っ た 質問紙

調査な らび に面接調査の 分析 を通 じ て評価 し、
こ の 内容構成及 び指導 の 有効性の 検証を行 う。
4 ，研 究内容

　 「月の満 ち欠けと食」 の 授業実践 7 時間の う

ち、は じ め の 1 時間は、「月に関 して疑閙に思 っ

て い る こ と」 を話 し合わせ る内容を実践 し た。
本研究の 1「「で 最も特徴的な内容で ある 「光 とか

げ 」の 授業で は 、か げ の で きる しくみ に 注 目 し、
光源 と反射物の 区別や 、球体に で きて い る

’
卜球

状 の 陰 に つ い て そ の 存在 に気づ か せ る 内容 の

授業を実践 した。　 「月 の 見え 方の 変化 とそ の わ

け」 の 授業では、月 の モ デ ル な らび に、太陽
一

月 の モ デル を使用 し、 月 の 満ち欠 けに 見 られ る

月 の 形 の 変化 を多祝 点で観察す る こ とで 再 現

した 。
「太陽

一
月

一
地球 の 動 き と月 の 満 ち欠け」

の 授 業 で は、生徒 自らが天 体役 を演 じ、太陽
一

月
一

地 球 の 相対的な位置 関係 を変化 させ る こ

とに よ り月相が変わ る こ とを再現 する 、 月 の 満
ち欠 け現象 の 表現 活動を行 っ た 。

　 「日食現象」、　 「月食境 象」 の 授 業で は、導
人 にお い て 過 去 の 食現 象 の 画像や 映 像 を も と

に食現象 の 実際を伝 え、展 開 にお い て は、食現

象にお け る 「影」 と 「隠」 に着目させ 、 太 陽
一

地 球
一

月 の モ デ ル を用 い て 立 体 的 な位 置関係

を再現 させ る表現 活動を行 っ た 。 さらに、 「月

の 満 ち欠け と食」 の 授業では 、

“

満 ち欠け
”

現

象と
“

食
”

現象 の 違 い を、新月
・満 月 と 日食 ・

月食の 関係、黄道面 と白道面 の 傾 き の 違 い に着
目させ な が ら 、 生徒 白らが 探究す る活 動 を中心

に行 っ た。

表　　「丿亅の 満 ち欠け と食 」 の 内容構成

内容構成

1 時問 目 月 に1對す る疑 問 （満 ち 欠 け ・食）

2 時閭 口 光 とか げ

311寺問 目 月の 見 え 方 の 変 化 とそ の わ け

4 時 問 目 太 1場一
月
一地球 の 動 き と月 の 満ち 欠 け

5 時閭 口 日食現 象

6 時閭 口 月食現象

711寺問 目 月の 満 ち欠 け と食

　ブ レ テ ス トで は、 「日食 」 と 「月食 」 を混 同

した回答、ならび に食現象に関 して 「わか らな

い 」 とす る回答が多 くを 占め る傾向に あっ た。

また、月 の 満ち欠 け現象 と食現象 の 理解 の 関係

にお い て は 、 両現 象 の 違 い を正 答で きた生徒が、

非常に少 ない 傾向 にあ っ た c

　授業後 の ポ ス トテ ス トで は 、 満 ち欠 け と食現

象 の 違い を正 確に回答 ・表現で きた生徒が、有

意に増加す る傾向が明 らか になっ た。

　面接調査 の 結果 を含め た、回答結果 の 詳細 と

そ の 分析に関 しては、当 日発表す る。
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